
ワ

優
陀
那
和
尚
は
其
著
本
尊
庚
辨
及
略
辨
に
於
て
淨
顯
、
義
淨
等
の
信
仰
を
記
し
て
「
眞
言
」
の
徒
と
評
し
、
其
所
授
の
本
尊
問
答
抄
を
以

て
「
椛
質
相
對
」
の
書
で
あ
っ
て
、
「
本
迩
相
對
」
の
御
譜
で
は
な
い
と
い
っ
て
る
の
で
あ
る
。
即
ち
聖
瓶
の
本
尊
義
を
、
自
ら
解
樺
し

給
ふ
た
と
稀
せ
ら
る
夢
本
尊
問
答
抄
は
、
一
は
其
所
授
の
人
か
ら
槻
て
、
一
は
所
暴
の
經
証
か
ら
見
て
、
一
は
所
説
の
文
面
か
ら
見
て
、

此
の
抄
は
聖
旭
の
本
意
を
議
し
給
ふ
た
も
の
で
は
な
い
と
す
る
の
で
あ
る
。
輝
師
の
所
示
に
従
っ
て
、
彼
の
抄
を
槻
、
淨
顯
・
義
淨
を
考

へ
れ
ば
、
義
淨
等
は
清
澄
の
住
人
で
あ
っ
て
、
未
だ
聖
祀
の
弟
子
と
は
な
ら
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
而
も
彼
の
山
は
、
今
日
既
に
新
義
眞

言
宗
に
属
し
て
る
如
く
に
，
聖
租
の
當
時
の
宗
旨
の
い
か
ん
は
と
も
か
く
、
今
日
迄
遂
に
一
度
も
本
化
の
這
塲
と
は
な
ら
な
か
っ
た
。
是

れ
畢
寛
淨
頴
義
淨
等
が
、
本
化
の
教
徒
と
な
ら
な
か
っ
た
か
ら
で
、
若
し
，
彼
等
が
眞
に
聖
租
に
歸
依
し
て
ゐ
た
の
で
あ
っ
た
ら
、
彼
の

山
を
も
改
縛
せ
し
め
た
で
あ
ら
う
し
、
叉
彼
等
自
身
本
化
の
弟
子
と
し
て
許
さ
れ
た
で
あ
ら
ふ
。
然
る
に
其
事
の
な
か
っ
た
事
は
、
全
く
彼

等
が
維
生
密
徒
で
経
っ
た
か
ら
で
、
そ
ふ
し
た
者
に
教
へ
給
ふ
本
尊
義
で
あ
る
か
ら
、
聖
意
を
識
し
給
は
ぬ
の
で
あ
る
。
然
し
此
は
輝
師

の
所
見
を
肯
定
し
て
の
槻
察
で
あ
り
、
結
論
で
あ
っ
て
、
私
は
輝
師
の
所
見
に
疑
な
き
を
得
ぬ
の
で
あ
る
。
以
下
些
か
所
見
の
程
を
記
し

て
、
賢
者
の
教
示
を
乞
は
ん
と
欲
す
る
も
の
で
あ
る
。

優
陀
那
蹴
帥
の
淨
顯
義
淨
評
に
就
て

優
陀
蹴
輝
師
の
淨
顯
義
淨
評
に
就
て

一

、

緒

一
一
戸

小

林
是
恭

四
九



■

一
、
（
鋤
鑑
詐
識
噸
嘩
）
善
無
畏
三
藏
抄
、
（
疏
諦
喉
唖
恥
遡
以
）
報
恩
抄
、
余
翌
華
果
成
就
書
（
一
一
一
睡
の
三
書
で
あ
る
。

二
、
（
畷
認
宛
）
義
淨
房
書
（
九
六
五
〕
の
一
書
で
あ
る
。
然
し
右
の
外
に
「
淨
顯
房
」
宛
と
考
へ
ら
る
麓
も
の
は
、
本
尊
問
答
抄
で
あ

る
。
そ
れ
は
同
抄
に
、
「
貴
邊
は
地
頭
の
い
か
り
し
時
義
淨
房
と
も
に
清
澄
寺
を
出
て
於
は
せ
し
人
な
れ
ば
」
（
一
超
と
あ
る
。
此
の

「
貴
邊
」
と
は
、
報
恩
抄
侯
さ
の
「
各
交
二
人
は
日
蓮
が
幼
少
の
師
匠
に
て
於
は
し
ま
す
、
：
：
：
日
蓮
が
景
信
に
あ
だ
ま
鯉
て
清
澄
山

を
い
で
し
に
、
を
ひ
て
し
の
び
出
ら
れ
た
り
し
は
…
：
。
」
と
あ
る
一
人
で
、
そ
れ
は
明
に
淨
顯
房
な
の
で
あ
る
。
故
に
本
尊
問
答
抄
に
は
、

宛
名
を
記
し
て
な
い
が
、
淨
顯
へ
の
授
與
で
あ
る
こ
と
は
明
で
あ
る
。
次
に
報
恩
抄
送
状
が
あ
る
。
そ
れ
に
は
「
宛
名
」
を
「
清
澄
御
房
」

と
し
て
あ
っ
て
、
誰
を
い
ふ
の
か
分
明
で
な
い
。
然
し
同
逢
状
に
は
（
一
琴
「
御
ま
へ
と
義
淨
房
と
二
人
…
；
・
」
と
あ
る
か
ら
、
是
れ
復

淨
顯
房
を
指
す
こ
と
明
で
あ
る
。
か
く
し
て
見
る
と
、
淨
顯
へ
の
賜
書
は
前
記
の
二
書
が
あ
る
の
で
あ
る
。
然
し
報
恩
抄
逢
炊
は
、
宛
名

は
「
清
澄
御
房
‐
一
（
鱸
）
一
人
で
あ
る
が
、
實
は
義
淨
へ
も
賜
っ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
前
掲
の
文
に
よ
る
も
、
報
恩
抄
の
宛
名
の
「
泰
》

逢
安
房
國
東
條
郡
清
澄
山
淨
顯
房
義
城
（
麺
壁
緋
唯
綴
蝿
城
）
房
本
一
」
に
よ
る
も
明
で
あ
る
。
又
本
尊
問
答
抄
は
淨
顯
が
主
に
な
っ
て
る
が

彼
の
書
に
示
さ
れ
た
本
尊
義
は
、
報
恩
抄
と
共
に
授
與
さ
れ
た
本
尊
（
輝
噸
地
塞
）
に
開
す
る
教
示
で
あ
る
か
ら
、
矢
張
義
淨
と
共
に
授
與

淨
顯
等
に
與
へ
給
ふ
た
本
尊
問
答
抄
が
、
輝
師
の
譜
ふ
如
く
で
あ
る
か
否
か
を
老
ふ
る
爲
め
に
は
、
先
づ
淨
顯
等
の
信
仰
が
、
果
し
て

輝
師
の
観
る
如
く
で
あ
っ
た
か
、
淨
顯
等
と
聖
租
と
の
關
係
が
、
如
何
で
あ
っ
た
か
、
淨
顯
等
の
爲
人
が
い
か
が
で
あ
っ
た
か
、
等
を
考

へ
て
見
ぬ
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
こ
ふ
し
た
事
を
老
へ
る
爲
め
に
は
、
更
に
淨
顯
等
へ
の
賜
書
を
吟
味
せ
ぬ
ば
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
今
日
博
へ

ら
れ
て
る
遺
文
に
よ
る
に

優
陀
那
輝
師
の
淨
顯
義
淨
評
に
就
て

二
、
淨
顯
等
へ
の
賜
書
に
就
て

五
○



、

さ
れ
た
も
の
と
拝
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
恩
ふ
。
こ
ぶ
し
て
來
る
と
、
淨
顯
一
人
だ
け
の
授
與
書
は
な
く
、
義
淨
へ
の
み
一
通
の
賜
書
が
あ

る
。
而
し
て
そ
の
書
に
は
、
特
に
淨
頴
と
共
通
な
る
べ
し
と
槻
得
る
も
の
が
な
い
。
次
に
一
‐
清
澄
寺
大
衆
中
書
」
（
↑
巴
が
あ
る
。
本
書

は
宛
名
に
「
安
房
國
清
澄
寺
大
衆
中
」
と
あ
っ
て
、
特
定
の
人
に
賜
っ
た
も
の
が
な
い
。
そ
の
事
は
本
書
の
追
申
念
睦
に
「
虚
空
減
の

御
前
に
と
、
大
衆
ご
と
に
よ
み
き
か
せ
給
匡
と
あ
る
に
よ
っ
て
益
凌
明
で
あ
る
。
然
し
い
か
な
る
文
書
で
も
、
必
ず
其
を
與
ふ
る
中
心

者
が
あ
る
。
聖
租
の
消
息
丈
は
、
特
定
の
人
を
目
標
と
し
給
ふ
も
の
が
多
い
が
、
今
の
書
は
、
梢
一
般
性
を
帯
び
る
も
の
と
し
て
、
他
の

個
人
宛
の
と
は
異
る
。
で
あ
る
に
か
漢
わ
ら
ず
、
矢
張
そ
の
中
心
者
が
あ
る
様
で
あ
る
。
此
の
事
は
大
衆
に
は
中
心
が
あ
る
か
ら
で
、
其

中
心
者
が
自
ら
代
表
的
な
意
味
に
な
る
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
か
の
害
に
中
心
を
求
む
る
と
、
矢
張
淨
顯
、
義
淨
で
は
な
い
か
と
恩
ふ
。
と

い
ふ
の
は
彼
の
書
の
首
め
に
、
各
人
へ
の
書
籍
借
用
と
、
其
携
帯
と
を
記
さ
れ
た
後
に
「
淨
顯
御
房
義
城
等
に
は
申
給
ふ
く
し
」
と
い
ふ

文
が
あ
る
。
此
の
丈
は
、
其
前
の
事
に
就
て
，
特
に
雨
人
に
鱒
へ
ら
れ
た
の
で
あ
ら
う
。
即
ち
聖
租
の
意
を
奉
じ
て
、
書
籍
の
借
用
集
收

に
從
ふ
こ
と
画
、
そ
れ
を
無
事
身
延
へ
届
け
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
一
つ
で
あ
る
。
今
一
つ
は
、
此
の
文
は
更
に
下
の
「
日
蓮
が
度
舞

殺
害
せ
ら
れ
ん
と
し
」
以
下
、
本
書
に
示
し
給
ふ
説
示
の
中
心
對
告
衆
の
如
く
で
あ
る
。
よ
っ
て
此
の
文
は
所
謂
「
結
前
生
後
」
の
格
で

あ
る
。
こ
ふ
し
て
槻
る
と
、
本
書
の
中
心
對
告
者
は
、
矢
張
淨
顯
、
義
淨
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
事
に
な
る
。
清
澄
寺
の
者
、
及
淨
願
、
義

淨
を
相
手
と
し
て
の
賜
書
は
、
以
上
で
あ
る
や
う
で
あ
る
。
そ
こ
で
今
一
度
解
り
易
く
示
と
。

一
、
（
鋤
舘
泳
癖
蝉
醸
）
善
無
量
一
議
抄
、
報
恩
抄
、
華
果
成
就
書
、

二
、
（
醜
癖
は
鋤
識
懸
醸
淨
）
報
恩
抄
逢
炊
、
本
尊
問
答
抄
、

三
、
（
斡
嗽
幟
識
壁
砕
沁
挫
孔
）
〃
清
澄
寺
大
衆
中
書
、

四
、
（
醸
癖
碗
）
義
淨
房
害
、

優
陀
那
繩
師
の
淨
瓢
義
淨
評
に
就
て

五
一



〆

優
陀
那
輝
師
の
淨
顯
義
淨
評
に
就
て
五
二

で
あ
る
。
猶
清
澄
關
係
の
御
書
と
し
て
、
先
輩
の
示
す
所
に
よ
れ
ば
「
當
世
念
佛
者
無
間
地
獄
事
念
○
）
聖
密
房
書
（
一
一
一
匙
（
幽
匙
濡
弛

極
唾
麩
癖
握
塞
岨
唖
馨
及
佐
渡
御
勘
氣
抄
（
圭
○
）
（
識
醒
蝿
錘
垂
銅
癖
銅
鍵
鑑
婿
頚
勢
）
等
が
あ
る
ｏ
此
の
二
雲
が
學
げ
ら
る
蚤
所
以
は
、
念

佛
無
間
事
は
、
其
端
書
に
「
安
房
國
長
狹
郡
東
條
花
房
郷
於
二
蓮
華
寺
一
對
毒
淨
圓
房
一
日
蓮
阿
開
梨
註
し
之
、
文
永
元
年
甲
子
九
月
二
十
二
日
」

（
鍛
糾
樗
嘩
四
吋
曇
畔
笹
凝
鋤
題
司
誹
辨
麺
醗
鍔
鍵
駄
）
と
あ
る
か
ら
で
、
聖
密
書
は
巻
末
の
追
申
（
｛
釜
）
に
「
こ
れ
は
大
事
の
法
門
な
り

こ
く
う
ざ
う
菩
薩
に
ま
い
り
て
、
つ
い
に
よ
み
拝
せ
給
く
し
」
と
あ
る
か
ら
で
、
佐
渡
御
勘
氣
抄
は
文
末
に
（
弐
○
）
道
善
の
御
房
に
も
か

う
申
き
か
せ
ま
い
ら
せ
給
く
し
、
領
家
の
尼
御
前
へ
も
御
ふ
み
と
存
じ
候
へ
ど
も
；
：
：
」
と
あ
る
に
よ
る
の
で
あ
ら
う
。
こ
れ
に
よ
れ
ば

以
上
の
三
書
中
「
佐
渡
御
勘
氣
抄
」
に
は
宛
名
が
な
い
か
ら
不
明
だ
が
、
他
の
二
書
は
何
れ
も
あ
る
特
定
の
人
に
授
與
さ
れ
た
も
の
で
、

共
に
清
澄
に
關
係
あ
り
と
見
ら
る
麓
の
で
あ
る
。
聖
密
房
の
傳
記
は
明
か
で
な
い
が
、
上
掲
の
文
に
、
虚
空
職
菩
薩
と
あ
る
こ
と
は
、
清

澄
寺
の
本
尊
た
る
虚
空
識
菩
薩
を
意
味
す
る
限
り
、
彼
は
清
澄
關
係
の
人
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
次
に
淨
圓
房
の
傳
記
も
明
で
な
い
が
、
「
建

長
葦
四
月
一
千
八
日
鬘
豐
條
響
鑿
臺
晨
蔬
堂
の
惠
に
し
て
、
淨
圓
房
と
申
鬘
に
少
美
衆
に
：
…
」
耐
鑿
蕊
）

と
あ
る
に
よ
る
も
、
叉
花
房
の
蓮
華
寺
は
、
古
來
清
澄
の
末
寺
と
も
い
は
れ
て
る
か
ら
、
若
し
淨
圓
房
が
蓮
華
寺
の
主
僧
で
あ
っ
た
と
す

恥
ば
、
清
澄
と
は
深
い
關
係
の
人
の
様
で
あ
る
。
佐
渡
御
勘
氣
抄
が
清
澄
方
面
の
人
へ
與
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
ら
う
と
は
、
前
記
の
文
で

も
察
せ
ら
る
ゞ
が
、
猫
文
中
に
「
日
蓮
は
日
本
國
東
夷
東
條
安
房
國
海
遡
の
栴
陀
羅
が
子
也
」
（
稲
醸
繩
癖
》
鍛
峠
は
）
と
あ
る
こ
と
も
一

証
と
な
し
得
や
う
。
然
し
授
與
者
は
全
く
不
明
で
、
唯
だ
道
善
の
こ
と
が
あ
り
、
領
家
の
こ
と
も
あ
る
か
ら
、
文
中
の
「
各
凌
な
げ
か
せ
」

と
は
、
或
は
淨
顯
義
淨
を
い
ふ
の
で
は
な
い
か
と
想
像
し
て
み
る
迄
で
あ
る
。
こ
の
様
に
三
書
を
見
て
來
る
と
、
前
に
記
し
た
善
無
畏
三

藏
抄
以
下
の
七
害
と
、
此
の
三
書
と
は
幾
分
の
關
係
が
あ
る
様
で
あ
る
。
猶
前
記
の
諸
御
書
の
外
に
今
一
書
、
法
華
題
目
抄
が
あ
る
。
本
書

も
宛
名
が
な
い
か
ら
何
人
へ
賜
っ
た
の
か
明
で
な
い
が
、
文
末
に
「
文
丞
一
年
丙
寅
正
月
六
日
於
清
澄
寺
未
時
一
書
畢
」
（
錘
九
）
（
鐸
塞
呼

●



辮
鱗
唯
葵
駝
羅
裳
溌
撫
羅
篭
鑑
識
蕊
鋼
雛
縮
壗
、
寺
）
と
あ
る
。
こ
れ
に
ょ
藍
．
明
に
菫
管
慧

清
澄
で
の
御
執
筆
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
書
の
授
與
者
が
何
人
で
あ
る
か
、
同
書
中
か
ら
は
發
見
し
難
い
。
唯
だ
女
人
成
佛
の
事
が
多
く
記

さ
れ
て
る
か
ら
、
女
性
へ
の
も
の
で
は
な
い
か
と
の
想
像
か
ら
で
あ
ら
う
か
、
古
人
は
聖
瓶
の
「
御
伯
母
」
と
か
、
光
日
尼
と
か
、
民
部

少
輔
行
光
妻
へ
と
か
い
つ
て
る
（
州
”
誕
誕
鋒
）
然
し
そ
の
何
れ
も
が
確
証
あ
っ
て
の
事
で
は
な
い
。
中
に
は
道
善
で
は
な
い
か
（
”
榊
榊
繩

卵
悪
）
と
い
ふ
の
も
あ
る
ｏ
此
の
道
善
説
は
清
澄
と
あ
る
こ
と
か
ら
考
へ
つ
い
た
の
で
あ
ら
う
が
、
本
書
所
説
の
女
人
成
佛
の
事
か
ら
す

れ
ば
、
少
し
距
離
が
あ
る
様
だ
。
叉
聖
腿
が
清
澄
に
居
ら
る
鱈
の
で
あ
る
か
ら
、
道
善
と
は
面
談
し
得
る
筈
で
、
特
に
文
書
に
な
さ
る
事

ク

も
な
か
ら
う
。
要
す
る
に
本
書
の
授
與
者
は
不
明
で
あ
る
が
、
清
澄
で
の
執
筆
で
あ
る
黙
に
於
て
，
前
記
の
諸
御
害
と
は
異
っ
た
意
味
に

於
て
注
意
を
要
す
る
も
の
と
恩
ふ
。

私
は
以
上
十
一
通
の
御
書
を
清
澄
關
係
の
御
書
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
猶
清
澄
方
面
に
關
係
あ
る
類
例
御
書
と
し
て
、
新
尼
御
前
御
返
事

念
や
）
以
下
｛
ハ
書
を
學
げ
て
る
人
（
識
蕊
硫
識
）
が
あ
る
が
、
私
の
唯
今
の
論
題
に
は
直
接
關
係
せ
ぬ
か
ら
略
す
る
。
叉
清
澄
方
面
の
事
を

傳
ふ
る
夢
も
の
に
は
種
麦
振
舞
抄
（
一
弧
）
も
あ
る
が
、
前
同
様
之
を
略
す
る
ｏ
そ
こ
で
上
記
の
諸
御
書
は
、
一
往
清
澄
の
信
仰
を
上
に
、

そ
の
動
靜
を
理
解
す
る
上
に
、
多
少
と
も
關
係
あ
り
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
此
等
の
御
書
を
中
心
と
し
て
私
の
論
題
を
進
め
や
う

と
思
ふ
。

前
記
の
御
書
十
一
通
を
清
澄
關
係
の
書
と
し
た
の
で
あ
る
が
、
今
御
眞
蹟
の
存
否
を
検
す
と
大
略
次
の
如
く
な
る
様
で
あ
る
。

身
延
の
日
意
上
人
の
「
大
聖
人
御
筆
目
録
」
（
鋤
訓
礎
華
調
趣
蘂
恥
緬
究
）
に
は
一
報
恩
抄
一
悪
」
と
「
聖
密
房
書
」
と
の
外
に
「
清
澄
寺

優
陀
那
輝
師
の
淨
顯
義
淨
評
に
就
て
五
三

三
、
前
記
御
書
の
真
蹟
存
否
及
御
執
筆
年
次



優
陀
那
輝
師
の
淨
顯
義
淨
詳
に
就
て

五
四

大
衆
中
壹
愈
鯉
鎖
窪
鶏
稲
畢
隣
誌
融
綴
り
）
の
三
書
が
傳
へ
ら
れ
て
る
こ
と
を
示
し
て
ゐ
る
。
（
鴇
錐
雛
槻
蕊
蝿
奉
魂
泓
恥
麓

轤
華
捧
騨
弛
む
大
本
遺
文
録
に
は
右
二
雲
は
、
共
に
「
甲
斐
國
身
延
山
」
（
輌
辮
）
に
眞
蹟
の
存
在
す
る
こ
と
を
記
し
、
一
‐
本
尊
問
答
抄
」

は
「
駿
河
岩
本
貧
相
寺
」
（
輌
癖
）
に
、
眞
蹟
を
傳
ふ
る
こ
と
を
記
し
て
ゐ
る
。
然
し
他
の
七
篇
に
就
て
は
、
眞
蹟
の
所
在
を
記
さ
ぬ
の
は

そ
の
不
明
を
い
ふ
も
の
で
あ
る
。
所
が
縮
冊
遡
文
錐
で
は
、
延
山
所
減
の
前
記
三
書
に
就
て
は
、
報
恩
抄
の
断
篇
が
他
に
所
在
す
る
こ
と

を
示
す
だ
け
で
、
他
は
所
在
を
記
さ
ぬ
。
是
は
明
治
の
初
期
、
延
山
の
炎
上
で
前
記
御
書
を
皆
失
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
然
し
て
「
本
尊
問

答
抄
」
に
就
て
は
、
「
岩
本
資
相
寺
に
傳
ふ
る
中
老
僧
日
源
の
嘉
本
と
、
富
士
日
興
の
親
篇
本
と
に
よ
っ
て
校
訂
し
た
」
事
を
記
し
て
ゐ

る
。
此
に
よ
る
と
、
大
本
遺
文
の
い
ふ
資
相
寺
の
こ
と
は
、
日
源
の
嘉
本
を
い
ふ
の
だ
と
思
は
れ
る
。
縮
冊
は
法
華
題
目
抄
の
断
篇
が
、

存
す
る
こ
と
を
示
し
て
る
が
、
他
の
御
害
に
就
て
は
、
大
本
遺
文
同
様
興
蹟
の
所
在
を
傳
へ
ぬ
の
は
、
矢
張
不
明
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
の
他
の
類
纂
遺
文
も
、
日
蓮
宗
全
集
本
も
、
法
華
題
目
抄
及
報
恩
抄
に
、
御
展
蹟
の
断
篇
の
傳
ふ
る
こ
と
を
記
す
が
、
他
は
縮
冊
等
と

同
様
で
あ
る
。
但
類
纂
は
、
本
尊
問
答
抄
に
何
等
い
ふ
こ
と
な
く
、
全
集
本
に
は
資
相
寺
本
の
奥
書
を
附
記
し
、
叉
興
師
の
奥
書
を
示
し

て
る
の
が
異
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
前
記
十
一
通
の
御
書
中
、
今
日
其
断
篇
な
り
と
止
む
る
も
の
は
、
法
華
題
目
抄
と
、
報
恩

も

抄
だ
け
で
あ
る
。
從
っ
て
此
の
雨
書
だ
け
は
擬
ひ
も
な
く
聖
筆
で
あ
る
。
本
尊
問
答
抄
は
聖
筆
の
一
篇
だ
も
な
い
様
で
あ
る
が
、
興
師
の
親

為
と
い
へ
、
源
師
の
筆
と
い
へ
、
何
れ
も
我
瓶
の
直
門
で
あ
っ
て
、
源
師
の
如
き
は
其
親
潟
の
年
代
か
ら
し
て
も
、
明
に
聖
筆
を
底
本
と

し
た
と
恩
は
れ
る
か
ら
、
本
書
も
亦
何
等
疑
ふ
べ
き
餘
地
は
な
い
と
恩
ふ
。
そ
こ
で
今
上
記
の
十
一
通
書
に
就
て
一
往
御
執
筆
年
次
を
見

や
う
と
恩
ふ
。
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前
記
に
よ
っ
て
、
巻
首
叉
は
巻
末
に
御
執
筆
の
年
次
の
あ
る
も
の
は
、
當
世
念
佛
者
無
間
地
獄
事
、
題
目
抄
、
義
淨
房
書
、
報
恩
抄
、
華
果

成
就
書
、
及
び
善
無
畏
抄
の
六
書
で
あ
る
。
そ
の
中
善
無
畏
抄
に
は
、
「
月
日
」
は
な
い
が
年
號
だ
け
は
あ
る
か
ら
、
大
禮
御
執
筆
の
頃

が
推
せ
ら
れ
る
。
そ
の
他
の
御
書
は
、
年
號
の
記
載
は
な
く
、
軍
に
月
日
だ
け
の
も
の
も
あ
る
。
叉
本
尊
問
答
抄
は
、
縮
柵
で
は
巻
末
に

紀
年
を
欠
く
が
、
其
目
次
に
は
紀
年
を
記
し
て
る
の
で
あ
る
。
こ
奴
は
全
集
本
に
よ
れ
ば
、
源
師
本
に
は
紀
年
も
な
い
が
、
補
本
と
し
て

對
照
し
た
朝
師
本
に
「
弘
安
元
年
九
月
日
」
と
あ
る
か
ら
加
へ
た
と
い
ふ
。
そ
れ
で
問
答
抄
の
著
作
年
次
は
明
に
な
る
が
、
他
の
本
に

「
九
月
二
十
日
」
と
す
る
は
、
何
に
よ
っ
た
か
。
類
纂
は
大
略
大
本
遺
文
に
依
る
様
で
あ
る
か
ら
、
結
極
大
本
遺
文
が
何
に
よ
っ
て
「
二
十

日
」
と
し
た
か
で
あ
る
。
こ
ふ
し
て
來
る
と
、
佐
渡
御
勘
氣
抄
、
清
澄
寺
大
衆
書
、
報
恩
抄
逢
狄
、
聖
密
房
書
の
四
書
だ
け
が
、
他
に
依

っ
て
御
執
筆
年
次
を
定
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
報
恩
抄
送
状
が
、
報
恩
抄
と
の
關
係
上
、
建
治
二
年
の
作
で
、
同
書
末
の
七
月
二
十
六

日
の
記
に
よ
っ
て
、
之
を
建
治
二
年
七
月
二
十
六
日
と
す
る
に
異
存
は
な
い
と
恩
ふ
。
次
に
佐
渡
御
勘
氣
抄
は
其
の
首
め
に
「
九
月
十
二

日
に
御
勘
氣
を
蒙
て
、
今
年
十
月
十
日
佐
渡
の
國
へ
ま
か
り
候
也
」
の
記
に
よ
っ
て
、
文
永
八
年
と
す
る
に
差
支
は
な
い
。
次
に
清
澄
寺

大
衆
中
書
で
あ
る
が
、
古
人
（
癖
）
に
は
佐
渡
か
ら
の
書
と
し
た
人
も
あ
る
が
、
文
中
に
「
如
是
眞
言
師
蜂
起
之
故
申
之
」
と
い
ひ
、
「
今

年
は
殊
に
佛
法
の
邪
正
た
だ
さ
る
べ
き
年
欺
」
（
↑
』
）
と
あ
る
は
、
報
恩
抄
逢
壯
の
「
内
糞
人
の
申
候
し
は
、
宗
論
や
あ
ら
ず
ん
と
申
せ

し
ゆ
へ
に
」
と
同
一
事
で
あ
ら
ふ
。
果
し
て
然
り
と
す
れ
ば
、
大
衆
中
書
は
、
矢
張
建
治
二
年
正
月
十
一
日
の
害
と
な
す
べ
き
で
あ
る
。

経
り
に
聖
密
房
書
で
あ
る
が
、
縮
冊
、
全
集
、
普
及
の
三
本
共
に
、
其
害
末
に
年
紀
が
な
い
の
に
、
大
本
及
類
纂
本
だ
け
に
建
治
三
年
と

あ
る
。
是
は
古
の
本
に
そ
ふ
し
た
も
の
が
あ
っ
た
の
で
、
大
本
は
そ
れ
を
依
用
し
た
の
で
あ
ら
う
。
然
し
て
他
の
書
が
、
其
目
次
に
、
建

治
三
年
と
す
る
は
大
本
に
從
ひ
、
十
二
月
と
す
る
も
、
或
は
大
本
に
よ
り
、
或
は
他
に
見
る
所
あ
っ
て
削
除
し
た
の
で
あ
ら
う
。
而
し
て

此
の
譜
に
就
て
は
、
そ
の
所
記
の
内
容
か
ら
年
次
を
思
考
す
べ
き
も
の
を
發
見
せ
ぬ
。

優
陀
那
趣
師
の
淨
顯
義
淨
評
に
就
て

五
六



一

以
上
一
往
御
眞
蹟
の
有
無
、
並
に
御
執
筆
年
次
を
楡
し
た
の
だ
が
、
御
執
筆
年
次
は
、
前
記
の
各
本
皆
同
一
て
あ
っ
て
、
其
間
著
し
き

相
異
を
發
見
せ
ぬ
。
然
し
そ
れ
は
此
等
の
諸
御
書
の
所
示
の
教
義
、
其
他
に
關
す
る
内
容
的
検
討
を
加
へ
て
の
も
の
で
は
な
く
、
唯
一
往

諸
先
輩
の
編
年
示
を
槻
た
ま
で
の
も
の
で
あ
る
。

前
記
十
一
邇
の
書
、
今
日
猶
御
眞
蹟
の
一
部
な
り
と
も
存
す
る
、
法
華
題
目
抄
、
報
恩
抄
の
二
抄
は
、
何
等
疑
問
を
挿
む
べ
き
も
の
が

な
い
と
思
ふ
。
本
尊
問
答
抄
は
御
眞
筆
を
止
め
ぬ
と
は
い
へ
、
前
記
の
事
か
ら
見
て
、
叉
疑
ふ
餘
地
の
な
い
も
の
と
恩
ふ
。
報
恩
抄
逢
欣

は
、
報
恩
抄
に
示
し
給
ふ
（
年
確
）
様
に
、
聖
租
自
ら
道
善
房
の
死
去
を
弔
給
ふ
ぺ
く
出
發
し
給
は
ぬ
と
す
れ
ば
、
當
然
使
者
を
遜
し
給

ふ
ぺ
く
、
其
使
者
に
托
し
給
ふ
べ
き
文
書
が
有
る
べ
き
事
で
も
あ
る
か
ら
、
彼
の
逢
炊
は
、
そ
の
も
の
と
し
て
見
て
も
當
然
の
文
書
で
あ

り
、
叉
彼
の
書
中
別
に
疑
を
入
る
鴬
餘
地
の
な
い
も
の
と
思
ふ
。
而
も
報
恩
抄
の
意
と
よ
く
合
す
る
も
の
で
も
あ
る
。
で
あ
る
か
ら
、
私

は
彼
の
逢
状
は
、
或
は
文
字
に
少
し
の
増
減
は
（
罐
鐸
饒
塞
謝
審
靹
）
あ
る
か
も
計
り
難
く
，
文
字
の
読
み
方
に
相
異
等
は
あ
ら
う
が
（
釧

雛
辮
恥
唾
や
媚
職
緑
訓
燕
甑
些
錘
蕊
り
、
）
矢
張
御
眞
筆
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
次
に
當
世
露
佛
者
無
間
地
獄
事
も
御
眞
筆
と
恩
ふ
。
（
獅
畔
網

、

鍛
華
》
蝶
）
更
に
善
無
量
一
藏
抄
で
あ
る
が
、
本
響
と
類
似
の
名
溌
を
有
す
る
「
善
雌
蔓
抄
」
（
鋒
鋸
郷
痙
細
錘
辨
極
岼
め
癖
碓
麺
峰
認
地
飢

噸
職
ぁ
）
と
は
別
で
あ
る
。
本
抄
は
御
眞
蹟
を
博
へ
い
が
、
私
は
内
容
等
か
ら
、
別
に
疑
を
懐
き
得
ぬ
か
ら
，
矢
張
御
眞
筆
と
恩
ふ
。
さ

れ
ば
、
當
世
念
佛
者
無
間
地
獄
事
、
法
華
題
目
抄
、
善
無
長
三
蔵
抄
、
報
恩
抄
、
同
送
状
、
本
尊
問
答
抄
の
六
書
に
就
て
は
聖
姐
の
御
眞

蹟
な
り
と
信
ず
る
の
で
あ
る
。
然
し
他
の
五
書
に
は
幾
分
の
老
ふ
く
き
も
の
が
あ
る
。

第
一
佐
渡
御
勘
氣
抄
（
麹
珪
餉
一
一
）
で
あ
る
。
本
抄
の
初
め
に
「
九
月
士
百
に
御
勘
氣
を
蒙
て
、
今
年
十
月
十
日
佐
渡
國
へ
ま
か
り

優
陀
那
輝
師
の
淨
顯
義
淨
評
に
就
て
五
七

四
、
前
記
御
書
に
對
す
る
私
見



候
也
」
と
あ
る
が
、
此
は
佐
渡
着
で
は
な
く
‐
佐
渡
へ
の
出
發
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
と
い
ふ
の
は
、
寺
泊
御
害
（
礒
九
）
に
は
「
今
月

（
十
月
也
）
十
日
起
二
相
州
愛
京
郡
依
智
郷
一
」
と
あ
る
。
こ
れ
に
よ
虹
ば
御
勘
氣
抄
の
文
は
、
五
人
士
籠
御
書
の
「
今
月
七
日
さ
ど
の
國
へ

ま
か
る
な
り
」
と
あ
る
如
く
、
「
今
年
十
月
十
日
佐
渡
國
へ
行
く
」
の
意
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
從
っ
て
本
書
は
、
佐
後
の
も
の
で
は
な

く
、
御
出
發
當
時
の
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
次
に
本
書
中
に
「
日
蓮
は
日
本
國
東
夷
東
條
安
房
國
海
逢
の
栴
陀
雑
が
子
也
」
と
あ
る
。

聖
祗
が
故
郷
房
州
方
面
へ
賜
っ
た
御
文
書
に
は
、
よ
く
、
こ
の
様
な
文
字
が
記
さ
れ
て
る
。
例
せ
ば
善
無
畏
三
藏
抄
に
は
「
日
蓮
は
安
房

國
東
條
郷
清
澄
山
の
住
人
也
一
（
酷
四
）
と
か
、
「
日
蓮
は
安
房
國
東
條
片
海
の
石
中
の
賎
民
が
子
也
」
（
酷
四
）
と
あ
る
如
く
、
叉
新
尼

御
前
御
返
事
に
「
日
蓮
は
一
閻
浮
提
の
内
日
本
國
安
房
國
東
條
郷
に
始
て
此
正
法
を
弘
通
し
始
た
り
」
（
歩
釦
）
と
あ
る
。
其
所
で
善
無

畏
抄
及
新
尼
抄
共
に
い
か
に
も
自
然
の
書
き
方
で
あ
る
が
、
御
勘
氣
抄
の
文
は
そ
れ
に
比
し
て
少
し
く
奇
に
渉
る
様
で
あ
る
。
然
し

だ
か
ら
と
い
っ
て
此
れ
が
後
人
の
筆
だ
と
速
断
は
出
來
な
い
ｏ
Ｉ
其
所
で
私
は
本
書
は
寺
泊
御
書
の
前
に
移
す
べ
き
で
な
い
か
と
思
ふ
の

と
、
故
郷
の
記
述
が
叔
他
の
抄
に
あ
る
の
に
比
し
て
、
少
し
く
奇
異
の
感
じ
が
す
る
、
と
い
ふ
だ
け
を
述
べ
る
の
で
あ
る
。
だ
が
、
此
れ

を
以
て
億
作
よ
ば
は
り
を
す
愚
も
の
で
は
な
い
。

笙
一
に
義
淨
房
書
（
率
独
（
極
）
で
あ
る
、
淨
顯
義
淨
の
二
人
は
、
報
恩
抄
、
（
守
垂
）
本
尊
問
答
抄
（
Ｊ
部
）
に
よ
る
も
、
善
無
長
三

蔵
抄
の
宛
名
か
ら
す
る
も
、
殆
ど
異
艘
同
心
の
如
く
観
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
し
て
、
淨
顯
房
へ
は
単
猫
に
賜
っ
た
書
を
博
へ
ね
が
、
義
淨
の

み
に
本
書
が
あ
る
。
是
は
現
存
文
書
を
中
心
と
す
る
か
ら
で
、
不
傳
書
、
紛
失
害
中
に
、
或
は
淨
頴
単
猫
の
賜
譜
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。

故
に
義
淨
軍
凋
の
書
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
此
を
疑
ふ
こ
と
は
出
來
ね
が
、
一
往
思
考
さ
る
べ
き
黙
は
あ
る
。
次
に
所
示
の
教
義
で
あ
る
が
、

彼
の
書
は
、
大
綴
天
台
大
師
所
弘
の
法
は
、
十
界
互
具
百
界
干
如
一
念
三
千
の
法
で
、
そ
れ
は
摩
訶
止
観
所
明
の
法
で
あ
る
、
と
い
ふ
こ

と
麓
、
日
蓮
所
弘
の
法
は
、
講
堂
品
の
事
の
一
念
三
千
の
三
大
秘
法
で
あ
る
と
い
ふ
に
あ
る
。
即
ち
天
台
所
弘
の
法
と
、
聖
租
所
弘
の
法

優
陀
那
輝
師
の
淨
顯
義
淨
評
に
就
て

五
八



と
を
要
示
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
而
も
其
の
三
大
秘
法
は
壽
量
品
の
．
心
欲
見
佛
不
自
惜
身
命
」
の
文
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て

此
文
の
「
心
」
と
は
天
台
の
解
騨
に
よ
れ
ば
．
月
三
星
心
果
清
淨
」
の
義
で
あ
り
、
日
蓮
に
於
て
は
．
心
欲
見
佛
」
の
五
字
は
、
そ

の
ま
蟄
「
妙
法
蓮
華
經
」
の
五
字
で
あ
る
。
故
に
經
丈
は
「
此
五
字
を
弘
通
せ
ん
に
は
不
自
惜
身
命
」
た
る
べ
し
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
然

し
て
此
の
五
字
即
ち
一
心
欲
見
佛
と
は
、
吾
等
が
そ
の
ま
塗
無
作
三
身
の
佛
だ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
此
の
義
を
得
る
は
「
天
台
傳
教
に

も
越
へ
龍
樹
迦
葉
に
も
勝
れ
」
る
の
で
あ
る
と
あ
る
。
本
書
に
於
て
第
一
に
注
意
す
べ
き
は
，
其
教
義
が
我
が
國
中
古
天
台
の
思
想
を
取

入
れ
て
る
こ
と
で
あ
る
。
次
に
、
聖
租
の
弘
め
給
ふ
法
を
示
す
文
中
に
「
其
故
は
壽
量
品
の
事
の
一
念
三
千
の
三
大
秘
法
を
成
就
せ
る
事

此
経
文
（
牛
細
硫
埋
鍛
奔
謂
惜
）
な
り
可
秘
堂
糞
」
と
あ
る
ｏ
此
所
に
「
事
の
・
一
念
三
千
の
三
大
秘
法
」
と
い
ふ
語
が
あ
る
。
瓶
文
中
「
三

大
秘
法
」
の
成
語
の
あ
る
は
今
の
文
の
外
に
は
、
二
天
秘
法
抄
（
垂
幻
）
の
文
中
に
二
ヶ
所
あ
る
の
み
の
様
で
あ
る
。
古
來
の
所
説
に
よ

れ
ば
、
三
秘
開
頴
は
佐
後
で
あ
る
。
今
御
眞
蹟
所
存
の
御
響
を
拝
す
る
に
、
本
尊
と
題
目
と
は
本
韓
抄
に
明
し
給
ふ
所
で
あ
る
が
、
戒

漣
の
事
は
法
華
取
要
抄
（
畔
聿
）
に
そ
の
名
を
示
す
も
未
だ
之
を
説
き
給
ふ
て
は
ゐ
な
い
。
現
存
遼
丈
中
、
本
尊
と
題
目
と
に
就
て
は
、

此
を
説
き
給
ふ
事
頗
る
多
い
が
、
戒
壇
の
こ
と
は
誠
に
少
い
。
本
尊
抄
に
戒
檀
の
事
な
き
は
明
で
，
報
恩
抄
に
す
ら
其
名
あ
っ
て
其
説
が

な
い
、
（
牙
極
）
唯
だ
之
あ
る
は
二
天
秘
法
抄
の
み
で
あ
る
。
然
し
彼
の
抄
に
は
眞
侭
の
論
あ
る
世
人
の
よ
く
知
る
所
で
あ
る
。
こ
の
様

に
三
大
秘
法
は
聖
瓶
の
教
義
の
最
重
要
事
で
あ
っ
て
聖
姐
の
御
文
書
に
も
此
を
要
硯
し
給
あ
て
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
古
來
か
ら
彼
の

本
尊
抄
逢
欣
に
示
し
給
ふ
所
の
如
く
、
叉
報
恩
抄
逢
炊
に
あ
る
如
く
、
何
れ
も
至
深
の
注
意
を
促
し
給
ふ
た
と
な
す
所
の
も
の
で
あ
る
。
さ

て
今
此
の
書
に
「
三
大
秘
法
」
と
あ
る
に
就
て
考
へ
て
見
や
う
。
三
大
秘
法
と
い
ふ
こ
と
は
、
聖
覗
門
下
の
後
の
者
は
、
一
様
に
そ
れ
は
本

尊
、
題
目
、
戒
檀
の
三
で
あ
る
こ
と
を
承
知
し
て
ゐ
る
。
然
し
御
在
世
の
當
時
の
者
は
明
か
で
は
な
い
。
聖
祗
か
ら
何
ら
か
の
方
法
に
よ

っ
て
、
教
示
を
仰
が
ぬ
ば
解
ら
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
然
る
に
今
「
事
の
一
念
三
千
の
三
大
秘
法
」
と
の
み
あ
っ
て
、
そ
れ
が
い
か
な
る
も
の

優
陀
那
輝
師
の
淨
瓢
義
淨
搬
に
就
て

五
九



で
、
い
か
な
る
内
容
の
も
の
か
少
し
も
説
い
て
な
い
。
そ
れ
で
あ
る
か
ら
此
の
「
三
大
秘
法
」
の
成
語
は
、
彼
義
淨
の
既
に
知
る
所
で
あ

り
、
其
何
も
の
が
三
秘
で
あ
り
、
そ
れ
が
い
か
な
る
意
味
の
も
の
で
あ
る
か
を
大
略
承
知
し
て
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
然
ら
ざ
れ

ば
此
の
様
な
成
語
は
全
然
意
味
を
な
さ
ぬ
。
虎
が
義
淨
は
果
し
て
聖
組
の
二
天
秘
法
を
知
っ
て
ゐ
た
ら
う
か
。
報
恩
抄
（
缶
錘
）
に
、
天

台
、
傳
教
等
未
弘
の
法
と
し
て
「
本
尊
、
題
目
、
戒
壇
」
の
名
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
而
し
て
彼
義
淨
（
》
趨
批
）
に
興
へ
給
へ
る
現
存
御

書
中
、
三
秘
を
説
き
給
ふ
も
の
は
、
全
く
此
の
報
恩
抄
一
篇
で
あ
る
。
此
の
報
恩
抄
及
そ
の
途
炊
と
共
に
造
は
さ
れ
た
る
本
尊
に
就
て
、

更
に
質
問
を
發
し
て
答
樺
を
願
ひ
出
た
結
果
、
授
興
さ
れ
た
の
が
本
尊
問
答
抄
で
あ
る
。
此
の
事
か
ら
す
れ
ば
義
淨
は
當
時
（
燕
捲
嘩
垂

噸
牽
叶
麺
調
）
未
ど
一
天
秘
法
な
ぞ
い
ふ
成
語
は
も
と
よ
り
、
何
も
の
が
三
秘
で
、
そ
れ
が
い
か
な
る
意
味
を
有
す
る
か
等
の
深
意
を
了

解
し
て
ゐ
な
か
っ
た
と
恩
ふ
の
で
あ
る
。
叉
報
恩
抄
に
よ
る
に
、
彼
の
抄
に
は
未
だ
三
大
秘
法
の
依
文
が
示
さ
れ
て
な
い
。
叉
法
華
取
要
抄

同
様
で
あ
る
。
だ
の
に
今
抄
に
之
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
誠
に
奇
と
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
其
他
幾
多
の
疑
を
學
げ
得
る
が
、
要
す
る
に
、
本
抄

に
は
三
大
秘
法
と
は
何
か
と
い
ふ
説
明
が
少
し
も
な
い
。
（
是
ご
義
淨
等
へ
與
へ
ら
れ
た
書
中
、
御
眞
筆
を
傳
ふ
る
も
の
で
は
、
報
恩
抄
に

の
み
本
尊
戒
壇
、
題
目
の
正
像
未
弘
を
明
し
、
幾
分
の
説
明
は
あ
る
が
、
三
秘
の
依
文
指
示
が
な
い
。
即
ち
報
恩
抄
と
の
關
係
が
考
へ
ら

れ
ぬ
。
塁
三
木
抄
の
如
き
指
示
は
、
既
に
三
大
秘
法
を
大
鰐
了
解
し
て
る
者
に
示
す
べ
き
も
の
で
然
ら
ざ
る
者
に
は
意
味
を
な
さ
ぬ
。

然
る
に
義
淨
は
其
所
迄
致
っ
て
な
か
っ
た
ば
か
り
で
な
く
、
他
の
有
力
な
弟
子
達
等
も
猫
よ
く
了
解
し
て
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
と
恩
は
れ

る
。
文
永
十
年
四
月
の
本
尊
抄
に
す
ら
、
三
大
秘
法
の
成
語
な
く
、
戒
壌
の
説
明
が
な
い
。
然
る
に
僅
か
一
ケ
月
後
の
本
書
に
「
三
大
秘

法
」
の
成
語
あ
り
、
而
も
義
淨
が
三
大
秘
法
を
既
知
し
て
る
と
は
考
へ
ら
恥
ぬ
。
塁
弓
眞
蹟
所
在
の
御
書
中
、
本
尊
、
戒
鍾
、
題
目
の

三
名
の
見
ゅ
る
の
は
法
華
取
要
抄
が
最
初
で
あ
っ
て
、
其
れ
以
前
の
書
に
は
三
名
を
一
具
に
學
示
し
給
ふ
も
の
が
な
い
。
然
る
に
義
淨
が
既

に
此
を
知
る
と
は
思
は
収
ぬ
。
塁
ｇ
本
書
は
口
傳
書
相
博
書
の
類
で
あ
っ
て
、
其
所
に
示
す
「
可
秘
盈
ど
の
意
は
、
本
尊
抄
送
状
（
九

優
陀
那
輝
師
の
淨
顯
義
淨
評
に
就
て

一旦

〃、

○



五
七
）
の
「
當
身
の
大
事
」
「
秘
し
之
見
一
・
無
二
ノ
者
一
所
し
被
レ
開
二
拓
之
一
願
欺
」
「
通
塵
勿
レ
讃
し
之
」
と
の
戒
告
と
は
其
意
異
る
。
即
ち
本
尊
抄

の
意
は
、
愼
重
で
あ
れ
、
熟
慮
せ
よ
、
誰
れ
に
で
も
讃
ま
す
と
い
ふ
こ
と
は
す
る
な
、
と
い
ふ
意
で
あ
る
。
所
が
本
書
の
意
は
、
全
く
唯

授
一
人
の
意
で
、
所
謂
秘
密
相
傳
の
意
で
あ
る
。
叉
本
書
の
今
の
句
は
、
報
恩
抄
逢
壯
（
一
五
三
）
の
「
叉
此
文
は
随
分
大
事
の
大
事
ど

も
か
き
て
候
ぞ
、
詮
な
か
ら
ん
人
変
に
き
か
せ
な
ば
あ
し
か
り
ぬ
く
く
候
」
と
あ
る
の
と
も
異
る
。
此
の
文
は
、
本
尊
抄
逢
炊
と
其
意
を
同

じ
ふ
す
る
が
、
本
番
の
「
可
秘
為
直
と
は
異
る
の
で
あ
る
。
此
の
様
に
本
書
は
全
く
秘
傳
響
、
口
傳
書
の
類
で
、
聖
阻
が
、
本
尊
抄
叉

は
報
恩
抄
を
重
硯
し
給
ふ
も
の
と
は
異
る
。
從
っ
て
、
聖
姐
が
、
特
に
義
淨
の
爲
に
、
か
シ
る
秘
書
を
授
與
し
給
ふ
と
は
恩
は
れ
ぬ
。
皇
吾

本
書
の
思
想
は
中
古
天
台
の
口
傳
法
門
と
通
余
る
も
の
で
あ
る
。
是
の
様
な
思
想
は
、
五
大
部
を
初
め
、
眞
蹟
産
傳
ふ
る
御
文
書
中
に
餘
り

見
ぬ
思
想
で
あ
る
。
（
塁
○
又
本
書
中
に
「
就
中
傳
教
大
師
は
天
台
の
後
身
に
て
渡
ら
せ
給
へ
ど
も
、
人
の
不
霧
を
晴
さ
ん
と
や
恩
食
け

ん
，
大
唐
へ
決
を
つ
か
は
し
給
事
多
し
」
と
あ
る
。
こ
れ
は
博
識
の
入
唐
遼
學
を
記
す
の
で
あ
る
が
、
文
に
「
大
唐
へ
決
む
つ
か
は
」
す
と

は
、
何
を
意
味
す
る
だ
ら
う
。
私
は
之
は
唐
決
を
さ
す
の
だ
と
思
ふ
。
唐
決
と
は
、
後
世
の
天
台
徒
が
盛
に
使
用
し
た
事
で
、
彼
の
修
祁

寺
決
も
そ
の
一
な
の
で
あ
る
。
さ
恥
ば
此
の
文
は
明
に
後
の
口
傳
法
門
を
基
礎
と
し
て
、
綴
ら
れ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
（
是
も

以
上
大
略
七
ヶ
の
疑
問
を
畢
げ
た
が
、
私
は
此
れ
に
よ
っ
て
、
本
書
が
果
し
て
聖
筆
な
り
や
を
疑
ふ
も
の
で
あ
る
。
尤
も
第
六
、
七
の
雨

條
に
就
て
は
、
更
に
説
明
を
要
す
る
と
恩
ふ
が
、
他
日
を
期
す
る
こ
と
に
す
る
。

第
三
に
清
澄
寺
大
衆
中
書
（
幸
二
嘉
唖
）
で
あ
る
。
此
の
害
は
前
書
の
如
く
で
は
な
い
が
、
些
か
所
見
を
述
べ
て
更
に
考
へ
て
見
た

い
と
思
ふ
。
本
抄
は
書
籍
の
集
收
、
虚
空
職
菩
薩
の
鍵
験
に
よ
る
自
解
佛
乘
と
其
報
恩
、
並
に
清
澄
寺
大
衆
へ
の
警
告
と
の
三
段
か
ら
な

っ
て
ゐ
る
。
其
中
先
づ
第
一
に
、
本
書
の
初
め
に
「
抑
企
二
参
詣
一
候
ば
」
と
あ
る
「
参
詣
」
の
文
字
で
あ
る
。
こ
の
文
字
は
聖
租
の
御
草

庵
を
訪
問
す
る
、
叉
は
御
住
所
に
参
堂
す
る
と
い
ふ
意
以
上
に
、
信
仰
的
意
念
を
以
て
登
詣
す
る
感
じ
を
も
つ
語
で
あ
る
。
即
ち
今
日
普
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次
に
、
本
書
の
追
申
に
「
こ
の
ふ
み
は
、
さ
ど
殿
と
，
す
け
あ
さ
り
御
房
と
、
虚
室
藏
の
御
前
に
し
て
、
大
衆
ご
と
に
よ
み
き
か
せ
給

へ
」
（
確
澤
認
加
趣
計
惟
峰
坪
伽
施
銅
噸
理
確
認
）
と
あ
る
ｏ
此
の
丈
は
佐
渡
殿
即
日
向
上
人
と
、
助
阿
闘
梨
と
が
、
虚
空
砿
菩
薩
の
前
で
一

山
の
大
衆
に
讃
み
聞
か
せ
よ
、
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
所
が
、
此
の
文
は
、
報
恩
抄
逵
炊
の
文
と
全
く
反
對
で
あ
る
。
報
恩
抄
は
、
日
向
上

人
に
持
参
せ
し
め
ら
れ
た
と
傳
ふ
る
の
で
あ
る
。
（
輪
郷
蝿
殆
）
其
の
日
向
に
持
た
さ
れ
た
報
恩
抄
逢
欣
に
は
、
前
記
の
注
意
、
即
ち
「
詮

タ
ト
ヒ

な
き
」
人
に
聞
か
せ
て
は
悪
い
と
の
事
の
後
に
「
設
さ
な
く
と
も
、
あ
ま
た
に
な
り
候
は
ざ
、
ほ
か
さ
ま
に
も
き
こ
え
候
な
ば
、
御
た
め
、

通
に
い
ふ
参
詣
の
意
た
る
「
参
拝
往
詣
」
と
同
一
意
で
あ
る
。
聖
租
が
「
來
れ
」
の
意
を
か
く
い
は
れ
た
の
か
否
か
明
で
な
い
が
、
私
に

は
此
の
語
は
、
身
延
が
相
當
の
鯵
を
保
持
し
た
時
、
或
は
一
山
の
鍵
塲
た
る
こ
と
を
示
さ
ん
と
す
る
時
に
使
用
さ
る
湧
語
の
如
く
思
は
れ

る
の
で
あ
る
。
御
草
庵
欝
時
の
身
延
が
過
ぎ
て
、
次
の
諸
山
對
立
的
な
欣
勢
が
顯
れ
つ
芦
あ
る
時
の
身
延
が
想
像
さ
る
夢
の
で
あ
る
。
参

詣
の
文
字
は
猫
り
本
文
だ
け
で
は
な
く
、
他
に
も
そ
の
文
字
の
使
は
れ
て
る
御
書
が
あ
る
。
四
條
書
（
猴
執
）
に
「
今
此
所
も
如
レ
此
佛
菩

０
○

薩
の
住
給
功
徳
聚
之
卿
也
：
…
然
る
を
毎
年
度
左
の
御
参
詣
に
は
無
始
の
罪
障
も
定
て
今
生
一
世
に
消
滅
す
べ
き
か
」
と
あ
る
。
叉
南
條

丘
喬
七
郎
書
（
逵
函
）
に
は
「
彼
月
氏
の
霊
鷲
山
は
本
朝
此
身
延
の
嶺
也
、
参
詣
遙
に
中
絶
せ
り
、
急
凌
に
可
レ
企
一
來
臨
是
に
て
待
入

０
○

○
Ｏ

候
く
し
」
と
あ
る
。
叉
同
書
の
端
書
に
「
是
の
所
勢
難
儀
の
よ
し
聞
候
い
そ
ぎ
療
治
を
い
た
さ
れ
候
て
、
可
レ
有
二
御
参
詣
一
候
」
と
あ
る
。

以
上
雨
書
共
に
御
眞
蹟
を
博
へ
歩
、
而
も
共
に
身
延
鍵
山
を
示
し
て
る
の
で
あ
る
。
所
が
眞
蹟
を
傳
ふ
る
忘
持
經
書
（
犀
垂
）
に
は
「
然

後
尋
二
入
深
洞
一
見
妻
庵
室
一
法
華
經
讃
諏
ノ
晋
響
二
青
天
一
、
一
乘
談
義
ノ
言
聞
二
山
中
一
」
と
あ
る
。
彼
此
相
比
し
て
、
誠
に
隔
り
が
あ
る
で

は
な
い
か
。
私
は
此
の
参
詣
の
文
字
は
、
奈
何
も
聖
租
當
時
の
身
延
に
は
ま
だ
幾
分
の
隔
り
が
あ
る
様
に
恩
は
れ
る
の
で
あ
る
。
猶
聖
典

大
辞
林
に
、
清
澄
か
ら
身
延
へ
學
生
が
送
ら
れ
て
る
様
だ
、
と
の
推
測
に
、
此
の
参
詣
の
文
字
が
思
考
さ
奴
て
る
如
く
だ
が
、
私
は
そ
れ

は
な
い
か
。
私
は
此
の
参
圭

大
辞
林
に
、
清
澄
か
ら
身
燕

は
果
し
て
ど
う
か
と
思
ふ
。
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叉
こ
の
た
め
、
安
穰
な
ら
歩
候
は
ん
か
。
御
ま
へ
と
義
淨
房
と
二
人
、
此
御
房
を
よ
み
て
と
し
て
、
嵩
も
り
の
頂
に
て
一
三
遍
、
叉
故
道

善
御
房
の
御
は
か
に
て
一
遍
よ
ま
せ
さ
せ
給
て
は
、
此
御
房
に
あ
づ
け
さ
せ
総
て
、
つ
ね
に
御
鶏
聞
候
へ
。
た
び
ノ
‐
１
に
な
り
候
な
ら
ば
、

心
づ
か
せ
給
事
候
な
む
」
と
あ
る
、
に
比
し
て
著
し
い
相
異
で
あ
る
。
送
状
の
文
意
は
詮
な
い
人
に
は
聞
か
す
な
。
多
く
の
人
が
知
る
様

に
な
っ
て
は
、
自
然
外
部
に
も
漏
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
ふ
な
っ
て
は
貴
殿
等
の
爲
め
に
も
、
是
の
法
門
の
爲
に
も
、
安
穏
で
な
か
ら
ぅ

と
思
ふ
。
さ
れ
ば
汝
等
二
人
は
此
の
御
房
を
読
手
と
し
て
、
嵩
も
り
の
頂
で
二
三
遍
、
道
善
御
房
の
御
墓
で
一
遍
だ
け
讃
ん
で
、
後
は
此

の
御
房
に
領
け
て
時
盆
鱸
聞
せ
よ
」
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
此
は
當
時
の
清
澄
の
傭
勢
を
考
慮
さ
れ
た
か
ら
で
あ
ら
う
の
に
、
此
の
逢
欣
か

ら
七
ケ
月
前
の
大
衆
中
書
に
は
、
同
一
日
向
上
人
を
し
て
、
堂
変
と
大
衆
の
前
で
披
露
せ
よ
と
は
餘
り
の
蓮
ひ
方
で
あ
る
。
そ
れ
も
此
の

書
が
報
恩
抄
以
後
な
ら
ば
と
も
か
く
、
前
で
あ
る
だ
け
に
、
よ
り
一
層
奇
異
の
思
が
す
る
の
で
あ
る
。
尤
も
此
の
書
に
は
，
清
澄
一
山
の

者
は
、
日
蓮
の
恩
を
忘
れ
て
は
な
ら
ぬ
（
迄
一
）
事
が
記
さ
れ
て
る
か
ら
、
追
申
の
如
く
示
さ
れ
、
報
恩
抄
は
這
善
と
い
ふ
個
人
を
對
照

と
す
る
か
ら
、
と
の
考
が
な
い
で
も
な
い
。
い
か
に
も
尤
の
様
だ
が
、
逢
欣
に
示
さ
る
画
程
の
注
意
深
い
聖
租
が
、
本
書
で
は
餘
り
に
明

け
放
し
で
あ
る
こ
と
が
、
何
と
し
て
も
通
じ
錘
ぬ
る
の
で
あ
る
。
清
澄
の
様
子
は
、
逢
欣
の
が
眞
で
あ
る
と
す
る
と
、
本
書
の
は
疑
は
ざ

る
を
得
歩
、
本
書
の
情
勢
を
眞
と
す
れ
ば
彼
の
逢
壯
産
疑
は
鯉
ば
な
ら
ぬ
。
然
し
私
は
送
状
の
が
眞
で
あ
る
と
思
ふ
。
第
三
に
書
籍
の
集

Ｔ

收
及
宗
論
の
事
で
あ
る
。
此
の
事
は
報
恩
抄
逢
欣
に
も
類
似
の
事
が
あ
り
、
特
に
三
至
哩
の
文
字
が
使
は
れ
て
ゐ
る
。
だ
か
ら
別
に
疑

も
な
い
様
だ
が
，
彼
の
逢
炊
に
は
、
響
籍
集
收
に
、
淨
顯
義
淨
等
が
關
係
し
て
る
様
に
は
見
え
な
い
。
即
ち
逢
炊
に
は
、
他
の
弟
子
達
が
そ

れ
に
奔
走
し
て
る
こ
と
は
記
さ
れ
て
る
が
、
そ
れ
は
寧
ろ
、
そ
の
事
を
淨
顯
等
に
通
じ
て
、
聖
池
の
身
延
を
發
足
し
給
は
い
理
由
に
さ
鯉

て
る
の
で
あ
っ
て
、
淨
頴
等
に
集
收
を
命
ぜ
ら
れ
て
る
の
で
は
な
い
。
要
示
論
の
こ
と
も
噂
さ
（
蠅
疫
）
と
し
て
傳
へ
ら
既
た
（
》
麹
）

の
で
あ
る
。
然
る
に
此
の
逢
欣
よ
り
も
七
ケ
月
前
の
本
書
に
、
そ
の
事
が
あ
る
。
そ
の
爲
め
に
書
籍
の
集
收
借
用
と
な
っ
て
る
の
で
あ
る
。
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而
も
其
所
に
は
明
に
「
眞
言
師
蜂
起
」
と
あ
る
の
で
あ
る
。
兼
知
未
萠
の
聖
人
で
あ
り
、
文
應
の
時
既
に
内
外
の
乱
を
豫
言
し
給
ふ
聖
租

だ
か
ら
、
七
ヶ
月
前
に
其
の
情
勢
を
察
し
給
ふ
に
不
思
議
は
な
い
と
も
老
へ
ら
れ
る
。
然
し
報
恩
抄
逢
欣
の
稽
急
糞
的
な
筆
致
か
ら
す
れ

ば
、
本
書
の
今
の
事
は
何
と
な
く
、
そ
ぐ
は
い
氣
が
す
る
。
以
上
三
職
即
ち
一
は
参
詣
の
文
字
に
就
て
、
二
は
追
申
の
文
に
就
て
、
三
は

本
書
の
首
に
あ
る
圃
耕
集
收
及
宗
諭
に
就
て
、
本
詳
が
報
恩
抄
逢
状
と
異
る
熱
、
並
に
身
延
鍵
山
の
思
想
が
想
起
さ
る
鮎
か
ら
是
の
書
を

不
審
し
た
の
で
あ
る
。
猶
景
信
の
暴
悪
の
記
事
も
、
報
恩
抄
（
一
ざ
、
本
尊
問
答
抄
（
缶
必
、
新
尼
書
（
歩
↓
）
等
の
記
事
よ
り
は
、
具
鵠

的
な
も
の
と
し
て
要
覗
す
べ
き
事
の
要
で
あ
る
。
然
し
本
書
に
の
み
こ
の
様
な
具
鰐
的
記
事
が
あ
っ
て
、
他
の
文
書
に
は
唯
だ
「
地
頭
の

い
か
り
」
（
鋼
答
）
、
「
景
信
に
怨
ま
れ
」
（
癖
恩
）
と
の
み
で
あ
る
。
是
の
相
異
の
故
に
、
大
衆
中
書
を
疑
ふ
こ
と
よ
り
は
、
或
は
其
事
件
の

唯
一
の
具
禮
的
記
事
と
し
て
、
重
覗
す
べ
き
も
の
か
も
知
れ
な
い
。
か
く
し
て
見
る
と
、
私
は
本
響
の
眞
憶
は
と
も
か
く
、
少
く
と
も
前

記
の
三
黙
だ
け
は
何
と
か
考
へ
て
見
ね
ば
な
ら
ぬ
事
で
は
な
い
か
と
恩
ふ
。
此
の
意
味
に
於
て
本
書
は
注
意
を
要
す
る
も
の
と
思
ふ
。

第
四
に
聖
密
房
害
翁
二
鎧
迦
で
あ
る
。
本
書
は
前
に
も
記
す
如
く
、
巻
末
の
追
申
に
よ
っ
て
、
聖
密
房
が
、
清
澄
關
係
の
人
で
あ

ら
う
と
想
像
さ
恥
る
だ
け
で
、
文
中
に
は
何
等
そ
ふ
し
た
意
味
の
も
の
を
見
出
さ
ぬ
。
本
書
は
善
無
畏
を
中
心
と
し
て
の
眞
言
破
が
主
旨

で
あ
る
が
，
其
の
破
邪
の
意
氣
の
頗
る
弱
き
も
の
が
あ
る
。
即
ち
文
に
「
問
云
小
法
師
一
人
此
悪
言
を
は
く
如
何
、
答
云
日
蓮
は
此
人
為

（
”
鍵
慈
）
を
難
歩
る
に
は
あ
ら
余
、
但
不
群
す
る
ば
か
り
な
り
」
（
塗
一
）
と
い
ひ
、
「
上
の
問
答
等
は
、
営
時
は
世
す
え
に
な
り
て
人
の
智

淺
ク
慢
心
高
率
ゆ
へ
に
用
る
事
は
な
く
と
も
、
聖
人
賢
人
な
ん
ど
も
出
デ
た
ら
ん
時
は
、
子
細
も
や
あ
ら
ん
歩
ら
ん
，
不
便
に
を
も
ひ
ま
い

ヤ
ス

ら
す
れ
ば
、
目
安
に
注
せ
り
ｏ
御
ひ
ま
に
は
な
ら
は
せ
給
く
し
」
（
奉
垂
）
と
。
い
か
に
も
弱
い
語
調
で
あ
る
。
之
を
開
目
抄
、
報
恩
抄
等

の
破
折
に
比
す
る
に
、
非
常
な
相
異
で
あ
る
。
開
目
抄
の
天
馬
室
を
行
く
の
慨
あ
る
に
比
し
、
報
恩
抄
の
砕
い
て
猶
止
ま
ざ
る
に
對
し
て
、

い
か
に
も
弱
交
し
い
恩
が
す
る
。
こ
れ
が
聖
瓶
の
語
調
で
あ
り
、
意
氣
で
あ
る
で
あ
ら
う
か
、
（
是
己
叉
眞
言
の
印
眞
言
の
事
に
對
し
て
、
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法
華
経
の
二
乘
作
佛
が
同
じ
く
事
で
あ
る
こ
と
を
説
い
て
、
「
二
乘
作
佛
の
事
法
を
ぱ
と
か
ず
と
申
し
て
、
劣
る
印
興
言
を
と
け
る
事

法
を
ば
、
勝
た
り
と
申
は
。
…
：
」
と
示
し
て
あ
る
。
二
乘
作
佛
は
確
に
事
實
で
あ
る
に
相
遠
な
い
。
然
し
そ
れ
は
眞
言
の
所
謂
事
で
は
な

い
。
然
る
に
今
文
の
如
き
説
明
は
共
に
事
た
る
語
に
於
て
、
一
で
あ
っ
て
も
、
彼
の
事
に
對
す
べ
く
、
此
の
様
な
事
を
以
て
其
勝
劣
を
論

ぜ
ら
れ
た
御
害
は
、
他
に
餘
り
な
い
様
に
思
ふ
。
報
恩
抄
に
も
こ
ぶ
し
た
語
法
で
の
比
較
勝
劣
の
説
は
な
い
。
而
も
「
法
華
經
に
は
印
眞

言
な
け
れ
ど
も
二
乘
作
佛
劫
國
名
號
、
久
遠
實
成
と
申
ス
き
ぽ
の
事
あ
り
」
（
塗
一
）
と
あ
っ
て
、
二
乘
作
佛
、
久
遠
實
成
共
に
事
と
し
て
あ

る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
共
に
事
實
で
あ
る
黙
に
於
て
事
で
は
あ
る
が
、
法
門
的
の
事
と
は
異
る
の
で
あ
る
。
皇
二
）
次
に
本
書
に
は
「
久

遠
實
成
は
一
切
の
佛
の
本
地
譽
へ
ば
大
海
は
久
遠
資
成
、
魚
鳥
は
千
二
百
餘
尊
な
り
。
久
遠
賀
成
な
く
ば
千
二
百
餘
尊
は
う
き
く
さ
の
根

な
き
が
ご
と
し
：
：
・
・
」
（
孝
幸
）
と
あ
る
ｏ
是
は
天
台
の
所
謂
開
會
の
法
門
と
か
、
圓
頓
義
齊
の
意
を
、
そ
の
ま
寡
開
通
頴
本
の
塲
合
に
迄
押

進
め
た
も
の
で
あ
る
。
此
れ
に
似
た
こ
と
が
善
無
畏
三
職
抄
に
あ
る
。
即
ち
司
佛
に
は
常
平
等
の
時
は
一
切
諸
佛
は
差
別
な
け
れ
ど
も
、

常
差
別
の
時
は
各
凌
に
十
方
世
界
に
土
を
し
め
て
有
縁
維
溌
を
分
ち
給
ふ
」
（
峠
四
）
と
。
此
れ
に
よ
れ
ば
本
書
の
今
文
は
其
常
平
等
な
る

も
の
麓
一
面
で
あ
る
。
所
で
彼
の
抄
は
常
差
別
面
を
立
脚
と
し
、
而
も
其
上
に
繰
尊
の
三
徳
有
縁
を
明
し
て
吾
等
の
蹄
着
を
示
さ
れ
て
ゐ

る
。
然
る
に
、
本
抄
で
は
全
く
反
對
で
、
今
の
文
の
次
に
「
天
台
宗
の
人
糞
こ
の
事
を
辨
へ
余
し
て
眞
言
師
に
た
ぽ
ら
か
さ
れ
た
り
」
と

あ
る
。
即
ち
眞
言
の
千
二
百
餘
尊
は
、
皆
久
達
實
成
の
中
の
も
の
で
あ
る
の
に
、
そ
れ
を
忘
れ
た
天
台
の
學
徒
は
、
久
遠
實
成
の
外
の
千

二
百
餘
尊
に
合
掌
敬
心
し
て
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
聖
阻
は
緯
零
と
大
日
と
を
同
硯
す
る
こ
と
も
い
か
ぬ
と
さ
れ
た
。
報
恩
抄
で
は
大
日

は
南
の
下
座
の
瀞
だ
辱
幽
と
い
は
れ
、
善
無
量
一
燕
抄
曝
四
〕
に
は
「
大
日
如
來
は
綴
尊
の
分
身
也
」
と
あ
る
。
こ
の
様
に
、
常
に
峻

厳
な
別
を
以
て
教
を
超
て
給
ふ
聖
瓶
が
、
常
平
等
的
な
今
の
言
あ
る
は
、
其
義
甚
だ
弱
く
、
あ
ま
り
に
妥
協
的
だ
と
い
は
い
ば
な
ら
ぬ
。

尤
も
今
文
の
下
に
は
眞
言
等
を
破
し
給
ふ
て
は
ゐ
る
が
、
其
思
想
的
立
脚
が
前
掲
の
如
く
で
あ
る
か
ら
、
其
義
も
弱
く
、
從
っ
て
前
に
掲
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げ
た
「
問
云
」
の
文
の
如
き
語
勢
と
な
り
、
意
氣
と
な
る
の
で
あ
る
と
恩
は
れ
る
。
塁
弓
以
上
の
外
更
に
老
へ
ら
れ
得
る
事
も
な
い
で

は
な
い
が
、
少
痔
以
上
に
由
る
も
、
本
書
は
思
考
さ
る
べ
き
御
書
で
あ
る
と
恩
ふ
。
而
も
こ
ふ
し
た
御
書
の
追
申
に
「
こ
れ
は
大
事
の
法

門
な
り
」
と
記
し
て
あ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
聖
租
の
破
折
は
唯
だ
「
不
森
匡
を
吐
露
す
る
に
過
ぎ
ず
、
後
の
賢
人
の
た
め
に

い
ふ
も
の
で
あ
る
こ
と
に
な
る
。
経
り
に
本
書
中
に
は
柿
本
人
丸
の
歌
と
し
て
、
後
世
の
歌
人
が
尊
重
し
た
「
ほ
の
ぼ
の
と
あ
か
し
の
う

ら
の
あ
さ
ぎ
り
に
し
ま
か
く
れ
ゆ
く
ふ
れ
を
し
ぞ
を
も
う
」
の
一
首
を
示
し
、
「
今
の
人
、
歌
よ
め
り
と
申
て
」
こ
の
歌
を
學
ぐ
と
も
、

人
は
信
用
せ
ぬ
と
い
ふ
事
が
あ
る
（
一
察
）
こ
れ
に
似
た
こ
と
が
、
法
華
大
綱
抄
（
率
率
）
に
出
て
ゐ
る
ｏ
柿
本
の
人
丸
の
此
の
歌
が
、

い
つ
頃
か
ら
歌
の
父
母
（
》
錘
哩
永
諏
錨
釧
塞
鐸
が
）
と
し
て
、
一
般
的
に
重
税
さ
れ
た
か
明
で
な
い
が
、
或
は
歌
道
に
も
口
傳
秘
事
を
貴

ぶ
様
に
な
っ
た
頃
の
も
の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
私
は
歌
道
に
は
全
く
門
外
で
あ
る
が
、
此
の
事
は
或
は
本
書
を
考
察
す
る
有
力
な
る
も

の
と
な
る
か
も
知
れ
ぬ
と
思
ふ
。
是
れ
も
亦
本
書
に
就
て
の
一
思
案
と
思
ふ
。
以
上
四
條
裁
に
讃
者
の
高
教
を
仰
ぐ
。

さ
て
か
く
書
い
て
來
る
と
、
讃
者
中
に
は
、
先
の
清
澄
大
衆
中
書
も
、
今
の
書
も
、
共
に
延
山
日
意
師
の
録
に
あ
り
、
而
も
聖
筆
と
さ

れ
て
る
で
は
な
い
か
、
と
い
ふ
で
あ
ら
う
。
い
か
に
も
そ
ふ
だ
。
そ
こ
で
問
題
は
意
師
の
筆
に
な
る
も
の
が
凡
て
延
山
所
傳
の
御
眞
蹟
を

繋
げ
た
の
か
、
或
は
他
か
ら
の
僻
篇
を
も
記
し
た
の
か
‐
其
遜
の
事
も
研
究
を
要
す
る
こ
と
だ
が
、
私
は
ま
だ
そ
こ
迄
進
ん
で
い
な
い
。

だ
か
ら
、
今
は
私
の
愚
見
を
吐
露
す
る
に
止
む
る
も
の
で
、
若
し
意
師
の
所
傳
が
凡
て
御
眞
蹟
で
あ
る
こ
と
が
明
に
な
れ
ば
、
私
の
疑
問

は
一
切
解
散
さ
れ
る
事
で
、
從
っ
て
、
前
記
の
二
害
は
、
そ
の
ま
夢
御
眞
撰
と
し
て
拝
さ
る
塗
の
み
か
、
私
は
そ
の
槻
黙
を
改
む
る
で
あ

ら
う
。
さ
れ
ば
私
は
一
往
私
の
所
見
と
し
て
此
所
に
記
す
に
止
め
る
。

第
五
に
華
果
成
就
書
（
一
一
凪
）
で
あ
る
。
此
の
書
は
、
報
恩
抄
拝
讃
の
報
告
に
、
答
へ
給
ふ
も
の
で
あ
る
か
に
恩
は
れ
る
。
而
し
て
其
中

に
は
、
晴
に
道
善
房
を
安
立
行
菩
薩
と
な
す
も
の
が
あ
る
。
即
ち
「
日
蓮
は
草
木
の
如
く
師
匠
は
大
地
の
如
し
、
彼
ノ
地
涌
の
菩
薩
の
上
首
四
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人
に
て
ま
し
ま
す
、
一
名
上
行
乃
至
四
名
安
立
行
菩
薩
一
寮
末
法
に
は
上
行
出
世
し
給
は
ざ
、
安
立
行
菩
薩
も
出
世
せ
さ
せ
給
べ
き
欺
」

と
あ
る
が
、
そ
れ
で
あ
る
。
然
し
安
立
行
は
、
上
行
の
化
導
を
助
く
る
も
の
、
或
は
倶
に
精
進
す
る
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
道
善
房
は
そ

ふ
で
は
な
か
っ
た
。
さ
れ
ば
今
の
抄
の
末
に
（
一
一
一
垂
「
經
云
示
三
衆
有
二
二
毒
女
現
二
邪
見
相
一
我
弟
子
如
し
是
方
便
亥
度
二
衆
生
一
云
々
」
と
ｏ

是
れ
明
に
道
善
房
を
以
て
、
権
者
と
な
す
も
の
で
あ
る
。
然
る
に
、
本
尊
問
答
妙
（
年
込
に
は
道
善
の
死
後
を
明
し
て
「
地
獄
ま
で
は
よ

も
お
は
せ
じ
、
叉
生
死
を
は
な
る
芦
事
は
あ
る
ぺ
し
と
も
お
ぽ
へ
歩
、
中
有
に
や
た
ざ
よ
ひ
ま
し
ま
す
ら
む
と
な
げ
か
し
」
と
あ
る
。
今

の
書
と
は
全
く
異
る
。
而
も
問
答
紗
は
，
本
書
よ
り
は
後
の
御
普
で
あ
る
。
安
立
行
な
る
べ
し
と
さ
れ
、
道
善
の
行
爲
は
椛
者
の
所
爲
と

さ
る
画
聖
胆
が
、
奈
何
し
て
問
答
紗
の
如
き
質
感
的
思
想
が
述
べ
ら
る
塗
で
あ
ら
う
。
一
人
で
二
種
の
思
想
を
同
時
に
明
す
と
は
、
聖
租

の
塲
合
に
は
特
に
老
へ
ら
れ
ぬ
こ
と
で
あ
る
。
な
る
程
一
往
權
者
實
者
と
し
て
の
會
邇
は
つ
く
。
然
し
聖
租
の
眞
の
御
思
想
は
何
れ
で
あ

っ
た
ら
う
。
叉
此
の
書
を
拝
し
、
、
本
尊
問
答
紗
を
も
手
に
し
た
淨
顯
等
は
、
そ
れ
を
い
か
に
解
樺
し
た
で
あ
ら
う
。
こ
ふ
思
ふ
と
、
矢
張

本
書
は
疑
は
る
弾
も
の
を
有
す
る
。

以
上
五
書
、
之
を
要
す
る
に
、
佐
渡
御
勘
氣
紗
は
、
疑
ふ
と
い
ふ
よ
り
は
其
編
年
を
改
む
く
き
で
な
い
か
と
恩
は
れ
、
清
澄
大
衆
及
聖

密
譜
は
、
意
師
の
所
傳
が
御
虞
賦
を
鱒
ふ
る
も
の
で
あ
る
限
り
、
御
親
撰
と
し
て
拝
せ
ら
る
べ
き
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
残
り
の
義
淨
房

書
と
、
華
果
成
就
書
は
、
何
と
し
て
も
疑
ひ
な
き
を
得
ぬ
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
か
く
い
っ
た
か
ら
と
て
私
は
徒
ら
に
御
書
を
傭
作
呼
ば
は
り

す
る
も
の
で
は
な
い
。
私
は
研
究
の
途
次
に
あ
る
の
で
あ
っ
て
，
此
が
結
論
で
は
な
い
。
唯
だ
私
の
疑
問
を
そ
の
ま
強
提
示
し
て
大
方
の

示
教
を
求
む
る
の
で
あ
る
。
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上
來
十
一
通
の
御
書
に
就
て
検
討
す
る
所
あ
っ
た
が
、
そ
の
中
淨
顯
等
の
事
を
比
較
的
よ
く
傳
ふ
る
も
の
は
、
報
恩
紗
及
び
本
尊
問
答

紗
の
雨
書
で
あ
る
。
他
の
文
書
は
雨
書
程
で
は
な
い
。
其
所
で
、
先
づ
清
澄
一
山
の
信
仰
が
何
で
あ
っ
た
か
、
を
検
せ
躯
ば
な
ら
ぬ
が
、

そ
れ
は
既
に
清
水
、
山
川
雨
學
匠
に
よ
っ
て
明
に
さ
れ
て
る
の
で
あ
る
。
（
啼
岬
畔
醒
睡
岬
蝉
唖
率
》
蝉
沁
鯉
緬
癖
↓
鍔
に
、
）
故
に
此
所
に
駄

足
を
加
ふ
る
事
は
な
い
様
で
あ
る
。
要
は
、
聖
瓶
常
時
の
清
澄
は
、
寺
と
し
て
は
天
台
法
華
宗
に
馬
し
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。
然
し
道
善
房

は
、
安
心
を
彌
陀
念
佛
に
置
い
た
の
で
あ
ゐ
。
こ
の
事
は
善
無
畏
三
識
妙
（
準
泗
九
）
、
報
恩
紗
（
牙
醒
）
、
本
尊
問
答
紗
（
研
越
の
所
示
に

よ
っ
て
明
で
あ
る
。
即
ち
道
善
房
は
、
文
永
元
年
十
一
月
十
四
日
西
條
華
房
の
蓮
華
寺
で
聖
租
に
會
は
れ
た
時
は
、
彌
陀
佛
を
五
機
迄
造

立
し
た
程
の
「
念
佛
者
」
で
あ
っ
た
。
然
し
聖
姐
の
弧
折
を
受
け
ら
れ
た
師
は
、
そ
の
後
徐
交
に
信
仰
も
鍵
っ
て
、
文
永
七
年
の
頃
に
は
、

反
て
樺
尊
像
を
造
る
迄
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
（
塞
蝿
罐
準
職
抄
、
）
然
し
其
後
は
叉
退
鱒
し
、
聖
租
の
佐
渡
流
罪
中
は
遂
に
一
度
も
慰
問
し

給
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
（
郵
蝿
”
一
）
そ
の
後
も
同
様
で
あ
っ
た
様
で
、
建
治
二
年
の
夏
死
去
し
給
ふ
迄
、
遂
に
不
決
定
で
あ
っ
た
の

で
あ
る
。
（
碑
恩
妙
）
聖
阻
に
よ
れ
ば
、
道
善
房
は
「
撒
痴
」
（
娠
四
）
の
人
で
あ
り
、
「
臆
病
」
の
人
（
年
醒
）
で
、
「
清
澄
を
は
な
れ
」
（
銅
）
ま

い
と
さ
れ
た
人
で
あ
る
。
而
も
東
條
景
信
を
恐
れ
、
圓
智
、
寳
城
の
恐
迫
（
隼
唖
）
に
臆
し
た
人
で
あ
る
ｏ
が
そ
れ
等
の
人
糞
が
幸
に
早
く
死
ん

だ
の
で
道
善
房
の
信
仰
も
幾
分
聖
租
へ
傾
い
た
の
で
は
あ
ら
う
が
、
周
園
の
事
崎
は
猶
道
善
房
に
断
固
た
る
決
心
を
促
さ
し
め
な
か
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
思
ふ
。
彼
の
新
尼
御
前
御
返
事
（
芯
エ
）
に
示
し
給
ふ
事
に
省
察
す
る
に
、
領
家
の
尼
が
本
尊
を
授
與
さ
れ
な
か
っ
た
の

は
、
全
く
其
信
不
決
定
か
ら
で
あ
る
。
然
し
て
其
領
家
は
、
聖
組
と
至
深
の
關
係
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
し
、
叉
清
澄
と
も
深
縁
が
あ
っ
た

と
恩
は
れ
る
の
で
あ
る
。
其
尼
の
信
不
決
定
が
、
矢
張
道
善
に
影
響
し
、
清
澄
一
山
に
關
係
し
た
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
然
し
其
の
新
尼
が
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本
尊
を
頂
い
て
る
の
は
、
其
信
仰
が
や
再
確
か
だ
と
見
ら
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
ふ
し
た
事
備
が
、
文
永
十
二
年
頃
の
清
澄
の
概
勢
で
な

か
っ
た
か
と
思
ふ
。
即
ち
文
丞
兀
年
頃
迄
は
全
く
の
念
佛
的
安
心
者
の
山
で
あ
っ
た
が
、
爾
後
漸
次
に
鍵
化
し
て
（
幟
舞
“
頤
”
鐸
馳
榊
醗

軸
砿
銅
垂
罐
埋
丈
永
七
年
頃
に
は
法
華
信
仰
の
曙
光
が
見
え
て
來
た
。
そ
れ
も
東
墜
篶
既
に
死
し
、
圓
聟
實
成
等
の
有
力
者
も
、

有
力
な
支
援
者
た
る
景
信
を
失
っ
て
、
其
勢
力
が
次
第
に
失
墜
し
た
か
、
或
は
死
ん
だ
か
し
た
の
で
、
山
の
情
勢
も
大
分
明
る
く
な
っ
た

の
で
あ
ら
う
。
所
が
文
永
八
年
聖
阻
の
流
罪
と
な
っ
た
の
で
、
彼
等
は
一
は
自
誉
的
に
も
、
他
は
聖
租
を
以
て
法
華
経
の
行
者
な
ら
ず

（
鋤
相
》
繩
轆
》
辨
謎
を
）
と
す
る
意
か
ら
も
、
再
び
逆
稗
し
た
の
で
は
な
い
か
と
恩
ふ
。
是
れ
即
ち
道
善
房
が
佐
渡
へ
慰
勢
の
た
よ
り
を

せ
な
か
っ
た
（
↑
歴
）
理
由
で
あ
ら
う
ｏ
叉
佐
渡
御
勘
気
紗
（
弐
○
）
に
「
領
家
の
尼
御
前
へ
も
御
ふ
み
と
存
候
へ
ど
も
、
先
か
蛍
る
身
の
ふ

み
な
れ
ば
、
な
つ
か
し
や
と
、
お
ぽ
さ
ざ
る
ら
ん
と
申
ぬ
る
と
」
あ
る
の
だ
と
思
ふ
。
こ
ふ
し
た
一
大
事
の
爲
め
に
、
非
常
な
刺
激
を
受

け
て
退
韓
し
た
の
で
は
あ
る
が
、
聖
租
が
無
事
歸
倉
さ
れ
た
の
で
、
亦
復
情
勢
の
鍵
化
を
來
し
た
の
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
そ
う
し
て
建
治

二
年
道
善
房
の
死
後
、
淨
顯
が
一
山
の
中
心
者
と
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
す
る
。
淨
顯
が
一
山
の
主
に
な
っ
た
の
は
、
何
も
這
善
の

死
後
で
な
く
、
そ
の
前
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
ぬ
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、
淨
顯
等
の
時
が
來
た
様
で
も
、
一
山
は
猶
聖
瓶
の
教
に
從
つ
た
の

で
は
な
い
。
そ
れ
は
前
掲
の
報
恩
紗
送
状
の
文
に
照
し
て
明
で
あ
る
。
即
ち
文
永
八
年
か
ら
急
に
旗
色
を
盛
り
か
へ
し
た
念
佛
信
者
も
、

聖
瓶
の
歸
倉
に
よ
っ
て
再
び
弱
勢
と
な
り
、
反
對
に
淨
顯
等
の
勢
が
出
て
來
た
と
は
い
へ
、
未
だ
一
山
を
指
導
す
る
迄
に
は
な
ら
な
か
っ

た
。
否
反
對
者
の
勢
力
は
、
容
易
に
輕
覗
す
る
を
許
さ
ぬ
も
の
が
あ
っ
た
と
思
は
れ
る
。
此
奴
が
建
治
二
年
頃
の
清
澄
の
傭
勢
だ
と
思

た
。

さ
て
次
に
、
淨
顯
、
義
淨
等
で
あ
る
が
、
雨
者
は
聖
租
の
先
輩
で
は
あ
る
が
、
聖
租
の
意
に
同
じ
で
、
東
條
と
の
事
件
に
は
、
聖
租
を

追
ふ
て
下
山
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
は
、
彼
等
が
其
信
仰
的
に
も
聖
阻
に
依
っ
た
事
を
意
味
す
る
の
で
、
聖
租
が
「
天
下
第
一
の
法
華

ふ
○

優
陀
那
輝
師
の
淨
顯
義
瀞
岼
に
就
て
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上
記
に
よ
っ
て
、
淨
顯
等
の
信
仰
、
思
想
の
程
が
大
鰐
了
解
さ
れ
る
と
恩
ふ
。
其
販
で
、
輝
師
が
彼
等
を
以
て
、
眞
言
徒
と
し
、
密
徒

と
す
る
こ
と
が
、
東
台
雨
密
何
れ
の
意
で
あ
っ
て
も
、
等
し
く
淨
顯
等
の
思
想
信
仰
で
は
な
い
こ
と
が
解
る
。
即
ち
輝
師
の
断
定
は
失
當

で
あ
る
。
次
に
本
尊
問
答
妙
が
、
椛
賞
判
の
御
害
だ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
な
る
程
彼
の
書
に
は
毒
量
祁
力
雨
品
の
文
は
示
し
て
な
い
。

然
し
引
文
が
な
い
か
ら
迩
門
的
だ
と
は
猫
断
で
あ
る
。
而
も
其
意
、
淨
顯
等
を
密
徒
と
す
る
前
提
に
出
づ
る
産
や
。
彼
の
書
に
は
所
示
の
本

尊
義
は
日
蓮
の
「
私
義
」
で
は
な
く
、
鐸
尊
天
台
の
指
南
で
あ
る
と
あ
る
。
然
る
に
師
は
「
私
義
」
を
「
聖
意
を
つ
く
さ
ざ
る
」
の
意
と

す
る
は
全
く
當
を
得
ざ
る
も
の
で
あ
る
（
鐸
推
辮
録
錨
峰
蝿
緬
、
岬
い
）
ｏ
一
隈
本
尊
問
答
紗
は
、
本
尊
義
を
説
明
し
給
ふ
以
外
の
部
分
は
、

文
に
長
短
は
あ
り
、
説
に
具
略
は
あ
る
が
、
報
恩
抄
と
殆
ど
同
一
で
あ
る
。
試
に
左
に
表
示
し
や
う
。

優
陀
那
輝
師
の
淨
顯
義
淨
詳
に
就
て

七
○

經
の
奉
公
な
り
、
後
生
は
疑
を
は
す
べ
か
ら
ず
」
（
缶
ざ
と
い
は
る
麓
所
の
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
淨
顯
義
淨
の
雨
師
は
、
早
く
既
に
法

華
經
の
信
者
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
事
か
ら
す
れ
ば
、
彼
の
文
永
元
年
花
房
で
の
道
善
房
對
聖
瓶
の
面
會
も
、
道
善
其
後
の
信
仰
の

鍵
化
も
、
彼
等
の
力
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か
ら
う
か
と
想
ふ
。
か
く
し
て
見
る
と
、
彼
等
雨
人
は
、
其
勇
氣
に
於
て
、
其
純
信
的
な
黙
に

於
て
、
遥
に
道
善
に
勝
る
も
の
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
此
れ
叉
聖
租
が
彼
等
に
本
尊
を
授
與
し
給
ふ
た
所
以
で
あ
る
。
若
し
彼
等
の
信
仰

が
不
純
で
あ
っ
た
ら
、
領
家
の
尼
の
如
く
に
（
歩
弐
）
、
一
谷
入
道
の
如
く
に
（
峠
医
）
容
易
に
本
尊
は
授
與
さ
れ
ぬ
の
で
あ
る
。
此
の
一
事

を
以
て
す
る
も
、
淨
頴
等
の
信
仰
の
程
が
解
る
。
叉
其
思
想
も
報
恩
紗
を
通
じ
て
、
彼
等
が
其
以
前
に
所
有
し
た
教
養
の
程
も
、
窺
知
し

得
る
の
で
あ
る
。
而
も
報
恩
紗
を
賜
っ
た
彼
等
は
、
更
に
其
思
想
を
深
め
た
事
と
思
ふ
の
で
あ
る
。
而
し
て
其
思
想
は
、
無
論
聖
租
の
思

想
で
あ
る
。

六
、
輝
師
の
論
評
に
就
て

＆



右
の
如
く
雨
紗
を
對
照
す
る
に
、
其
所
明
に
於
て
，
其
取
材
に
於
て
、
其
論
理
に
於
て
全
く
同
一
で
あ
る
。
唯
だ
前
に
も
い
ふ
如
く
、
文

に
長
短
あ
り
、
読
述
に
具
略
前
後
あ
る
に
過
ぎ
な
い
。
故
に
雨
紗
は
全
く
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
雨
妙
間
の
所
明
に
甲
乙
は
な

い
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
報
恩
紗
を
以
て
人
本
尊
、
聖
意
頴
發
の
書
、
本
尊
問
答
妙
を
以
て
法
本
尊
聖
意
未
顯
、
椛
實
判
の
害
と
す
べ
き

理
由
が
成
立
せ
ぬ
の
で
あ
る
。
唯
だ
本
尊
義
の
説
述
畢
証
に
、
迩
門
の
文
、
浬
葉
經
及
天
台
の
法
華
三
味
の
文
が
示
さ
れ
て
、
壽
量
跡
力

1807180718041861 〃

″
智
証
大
師
以
下
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答
紗
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云
弘
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又
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大
師
以
下

１1799

優
陀
那
却
師
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淨
瓢
義
淨
群
に
就
て

一
・
答
夫
」
以
下
妙
樂
の
事

「
日
本
國
」
以
下

末
の
、
「
然
に
日
蓮
」
以
下

「
柳
人
王
」
以
下

「
故
道
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下

「
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御
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尊
」
以
下

報
恩
妙

１
１

妬
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１
１
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智
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６
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錨
末
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迄
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６
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言
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下
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下
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所
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下

１
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0

の
文
の
な
い
の
は
、
所
謂
椛
醤
相
對
の
故
で
も
な
く
、
淨
頴
等
が
密
徒
だ
か
ら
で
も
な
い
。
全
く
彼
の
妙
に
示
し
給
ふ
意
を
証
す
る
に
足

る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
槻
ざ
れ
ば
彼
の
紗
の
全
篇
は
通
じ
得
ぬ
の
で
あ
る
。

次
に
淨
顯
等
が
、
本
化
の
徒
と
な
ら
ず
、
清
澄
を
も
改
縛
せ
し
め
な
か
っ
た
事
を
い
ふ
で
あ
ら
う
。
然
し
そ
れ
は
聖
租
當
時
の
事
情
を
、

其
後
の
壯
態
か
ら
考
へ
る
か
ら
で
、
一
宗
と
し
て
凋
立
し
た
時
、
即
ち
宗
團
的
意
識
の
成
立
時
の
ま
塗
を
、
未
成
立
時
の
當
時
に
當
て
は

め
る
こ
と
が
失
當
な
の
で
あ
る
。
聖
腿
は
、
慈
覺
、
智
証
を
破
さ
れ
た
。
弘
法
大
師
を
掘
折
さ
れ
た
。
法
然
、
善
導
は
破
さ
れ
た
。
然
し

淨
顯
等
に
「
清
澄
御
房
」
た
る
事
を
止
め
よ
と
は
い
は
れ
ぬ
。
此
の
一
事
、
以
て
當
時
の
凡
て
を
解
決
す
る
と
恩
ふ
の
で
あ
る
。
淨
顯
等

は
、
慈
麗
等
に
よ
っ
て
混
飢
さ
れ
堕
落
さ
れ
、
誘
法
化
さ
れ
た
天
台
宗
か
ら
は
離
れ
や
う
。
然
し
傳
激
大
師
の
意
志
の
ま
ゞ
の
法
華
宗
に

復
鰯
し
や
う
と
し
た
で
あ
ら
う
。
此
れ
が
報
恩
紗
の
示
す
所
で
も
あ
る
。
故
に
彼
等
は
，
聖
瓶
か
ら
天
台
傳
教
未
弘
の
法
あ
り
と
は
示
さ

れ
た
。
然
し
そ
れ
は
内
蕊
冷
然
で
あ
っ
て
、
聖
租
の
い
は
る
ご
の
が
、
眞
の
傳
教
の
本
意
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
様
に
清
澄
を
純
化
し
や
う

と
努
め
た
で
あ
ら
う
が
、
そ
れ
以
上
、
此
を
所
謂
本
化
妙
宗
の
寺
に
し
や
う
と
は
考
へ
な
か
っ
た
で
あ
ら
う
と
思
ふ
。
此
の
黙
は
、
聖
租

の
御
意
志
を
つ
き
と
め
て
行
け
ば
、
當
然
日
蓮
宗
が
成
立
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
が
．
聖
瓶
の
営
時
に
あ
っ
て
は
其
所
迄
進
ん
で
ゐ
な
い
。
叉
信

徒
の
多
く
も
そ
ふ
迄
考
へ
及
ん
で
ゐ
な
か
っ
た
ら
う
と
愚
ふ
。
淨
顯
等
は
確
か
に
そ
ふ
で
あ
っ
た
と
恩
ふ
の
で
あ
る
。
此
の
事
は
、
叉
與

ふ
る
者
と
、
受
け
取
る
者
と
の
氣
持
、
意
氣
の
差
で
も
あ
り
、
當
時
の
者
と
、
後
の
者
と
の
親
方
、
考
へ
方
、
進
み
方
の
差
で
も
あ
る
。

で
あ
る
か
ら
、
是
等
を
考
慮
せ
ず
に
、
其
後
の
事
備
か
ら
、
初
め
の
情
勢
を
速
断
し
て
は
な
ら
な
い
。
而
も
傳
ふ
る
所
で
は
、
聖
租
の
法

衣
は
天
台
等
の
凡
僧
型
で
あ
っ
た
と
い
ふ
で
は
な
い
か
。
そ
れ
だ
け
で
も
、
淨
顯
等
が
い
か
に
聖
祀
を
観
た
か
、
其
山
を
い
か
に
し
や
う

と
老
へ
た
か
が
解
ら
う
。
故
に
寺
の
改
宗
や
、
自
身
の
縛
衣
の
有
無
を
以
て
、
直
に
當
時
の
人
舞
を
断
定
し
て
は
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
尤

も
淨
頴
は
、
後
日
仲
と
稲
し
た
と
の
傳
説
が
あ
る
が
、
私
は
信
ぜ
ぬ
。

優
陀
那
輝
師
の
淨
鰄
義
淨
評
に
就
て
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「

単
篇
に
ま
と
め
る
心
算
で
あ
っ
た
が
、
思
は
歩
長
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
其
所
論
に
意
の
つ
く
さ
ぬ
事
が
多
凌
あ
る
と
思
ふ
。
特
に
御

害
に
就
て
●
の
私
見
は
、
研
究
の
道
程
に
あ
る
だ
け
に
、
甚
だ
意
の
通
ぜ
ざ
る
も
の
あ
る
ば
か
り
か
、
反
て
聖
筆
を
汚
す
も
の
な
き
ゃ
透
思
ふ

の
で
あ
る
。
謹
で
大
方
の
示
教
を
乞
ふ
。

猫
浄
頴
等
の
信
仰
以
下
の
項
に
は
、
一
堂
組
文
を
引
崩
す
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
與
へ
ら
れ
た
紙
数
も
遥
に
超
過
し
た
の
で
、
唯
だ
縮
冊

頁
數
を
記
す
に
止
め
た
。
讃
者
の
諒
恕
を
乞
ふ
。
（
昭
和
十
三
、
七
、
）

要
之
淨
顯
に
對
す
る
輝
師
の
論
評
は
常
を
得
ぬ
と
い
ふ
こ
と
で
、
寧
ろ
吾
等
は
、
御
書
を
あ
る
が
ま
シ
に
受
取
っ
て
、
彼
は
純
信
な
人

で
あ
り
、
大
事
の
大
尊
を
授
與
さ
れ
た
人
で
あ
り
、
二
天
秘
法
の
（
鐸
銅
》
）
教
示
に
あ
づ
か
つ
た
人
で
あ
る
、
こ
と
を
知
ら
”
ば
な
ら

ぬ
。
從
っ
て
本
尊
問
答
紗
も
、
初
め
か
ら
、
成
心
的
な
意
志
で
拝
す
べ
き
で
は
な
い
、
と
思
ふ
の
で
あ
る
。

か
く
い
ふ
と
、
然
ら
ば
聖
祗
の
本
尊
の
主
臘
如
何
の
質
問
が
出
る
で
あ
ら
ふ
。
そ
れ
は
今
の
問
題
で
は
な
い
。
私
は
輝
師
の
如
き
親
方

を
す
る
事
が
よ
く
な
い
と
い
ふ
た
の
で
あ
っ
て
、
今
輝
師
の
本
尊
説
を
論
評
し
、
進
ん
で
聖
瓶
の
本
尊
義
を
説
か
ん
と
す
る
も
の
で
は
な

い
。
然
し
私
の
い
ふ
事
に
よ
っ
て
、
輝
師
の
本
尊
の
立
論
に
影
響
あ
る
は
當
然
で
あ
る
。
然
し
そ
れ
が
輝
師
の
本
尊
説
の
根
本
に
鯛
れ
る

か
否
か
は
別
個
の
問
題
で
あ
る
。
そ
ふ
し
た
事
は
今
の
議
で
は
な
い
。

優
陀
蝿
師
の
淨
醗
義
淨
群
に
就
て

七
、
結

塞
叩

七
一


